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Utilization Method of Stone Monument as a Resource for Tourism 

 
Hideyuki Uesugi 

, 10-3 
National Institute of Japanese Literature, 10-3 Midori-cho, Tachikawa city, Tokyo 

 
 

Abstract Previously, rubbing of stone monuments was applied to obtain the text because of the difficulties of 
reading the characters on mossy or broken weathered surfaces. However, the method damages the stone monuments, 
and makes it difficult to apply all samples in field work. In this research, we introduce a case of using the analysis 
tool "Hikari Takuhon" developed to utilize stone monuments as resources such as disaster prevention and tourism. 

Keywords epigraph, image processing, digital archive, citizen science, resource of tourism 
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図１	 伊藤博文歌碑（神戸市禅昌寺） 
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図２	 蔦に覆われた津波供養碑（天草市五和町御領） 

図３	 「若衆中」を「大衆中」と誤読した例（大船渡『大

船渡戸長役場の史料－	 大西平太郎とその周辺』上巻） 
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図４	 隙間なく集められた石碑群（岩出市根来寺） 

図５	 撮影距離・光源の制約例（伊勢市北山墓地） 

図６	 複数の照射エリア例（牡鹿郡女川町）

図７	 図６の光拓本画像
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図１０	 石造遺物観光資源化のイメージ 

図９	 図８の光拓本画像

図８	 複雑な形状の石碑（朝来市和田山）
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図１２	 碑文面の微小なノイズによる影響（濃字＝誤認

識文字） 

図１１	 図６-７の認識結果（濃字＝誤認識文字） 
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Investigation of Video-based Digital Archive for the Program of  
Nishiure Dengaku” 

Challenges Visible from the Literature Survey of the Three 
Periods about the Program  

 
Airi HIKOSAKA*1   Takahiro SUGIYAMA*2 

  , 4-31-1*1 
 , 3-5-1*2 

Mejiro University, 4-31-1, Nakaochiai, Shinjukuku, Tokyo *1 
Shizuoka University, 3-5-1, Johoku, Nakaku, Hamamatsu, Shizuoka *1,2 

  

Abstract “Nishiure Dengaku” is an important intangible folk cultural asset. The objective of this study is to 
establish the video-based digital archive of the “Oshie” which is the knowledge included devotion inherited from the 
predecessor. In this paper, we describe the literature survey carried out for digital image archiving of the program. 
We report on the intermediate result and the problem which extracted and organized “Oshie” about the program from 
previous research carried out in 1930 (early Showa era), 1960s(mid Showa era), 1990s(early Heisei era). 

Keywords Nishiure Dengaku, folk performing arts, digital archive, literature survey 
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目
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違
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参
考
文
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記
載
の
内
容

回
答

早
川
(1
93
0)
前
の
庭
な
ら
し
と
同
一
服
装
の
ま
ま
で
、
た
だ
腰
に
鈴
を
差
し
て
い
る
の
が
巫
女

を
暗
示
し
て
い
る
と
言
え
ば
言
え
る
。
（
以
下
略
）

鈴
を
腰
に
差
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
が
、
正
誤
不
明
で
あ
る
。
鈴
の

扱
い
に
関
す
る
決
ま
り
は
な
い
。

山
路
(1
96
4)
上
組
能
頭
が
刀
を
差
し
、
白
い
上
布
を
着
て
、
右
手
に
鈴
、
左
手
に
扇
を
持
っ
て

幕
屋
か
ら
舞
庭
に
出
て
く
る
。
（
以
下
略
）

最
初
か
ら
右
手
に
鈴
を
持
つ
と
あ
る
が
、
最
初
か
ら
持
つ
こ
と
は
な

い
。
ま
た
、
幕
屋
か
ら
で
は
な
く
楽
堂
か
ら
出
る
。

山
路
(1
96
4)

（
中
略
）
後
に
は
散
米
盗
人
と
し
て
梅
平
地
が
控
え
、
太
鼓
の
ゆ
っ
く
り
し
た
一

打
毎
に
近
づ
き
、
七
打
目
に
わ
ぜ
地
に
触
れ
て
小
走
り
に
退
る
。
こ
れ
を
都
合
十

二
度
繰
り
返
す
が
、
そ
の
間
に
上
布
を
取
る
（
六
度
目
）
、
返
す
、
烏
帽
子
を
取

る
（
九
度
目
）
、
再
び
冠
せ
る
等
の
事
を
行
な
い
、
十
一
度
目
に
「
今
の
禰
宜
は

さ
い
は
い
を
も
っ
て
き
ん
じ
ょ
う
／
＼
　
お
れ
は
こ
れ
を
も
っ
て
き
ん
じ
ょ
う
／

＼
」
と
唱
え
、
十
二
度
目
に
御
幣
を
取
っ
て
し
ま
う
。
（
以
下
略
）

吉
川
(2
01
2)

（
中
略
）
後
ろ
か
ら
散
米
盗
っ
人
の
梅
平
地
が
揉
み
手
で
一
歩
一
歩
忍
び
寄
る
。

足
運
び
に
合
わ
せ
て
太
鼓
が
打
た
れ
る
。
戻
る
時
は
足
早
で
太
鼓
も
連
打
さ
れ

る
。
こ
れ
を
三
回
繰
り
返
し
、
三
度
目
に
烏
帽
子
を
背
後
か
ら
盗
り
、
一
度
退
い

て
戻
す
。
ま
た
忍
び
寄
る
。
二
回
目
で
水
干
を
奪
う
。
水
干
も
返
し
て
戻
る
。
次

は
一
度
目
で
ゴ
ザ
オ
リ
を
奪
っ
て
終
わ
る
。
（
以
下
略
）

早
川
(1
93
0)

（
中
略
）
「
か
あ
ち
ゞ
ち
ー
　
ち
ら
ゞ
う
ち
ー
」
一
渡
り
こ
れ
が
終
る
と
「
さ
さ

ら
」
役
は
榾
口
に
退
き
な
ら
ん
で
位
置
を
占
め
る
。
そ
こ
へ
子
供
と
称
す
る
二
人

が
、
そ
れ
ぞ
れ
花
笠
を
被
り
、
手
に
扇
を
持
っ
て
現
わ
れ
、
「
さ
さ
ら
」
の
囃
し

に
つ
れ
て
舞
い
が
あ
る
。
一
舞
い
終
る
と
腰
掛
を
出
し
、
そ
れ
に
二
人
が
背
中
合

せ
に
腰
掛
け
、
開
扇
に
顔
を
当
て
て
、
互
い
に
寄
り
掛
っ
て
い
る
。
（
以
下
略
）

山
路
(1
96
4)

楽
堂
に
平
行
し
て
腰
掛
を
一
つ
置
く
。
上
布
を
着
け
花
笠
を
冠
っ
た
「
君
の
舞
の

子
」
と
称
す
る
別
当
と
桃
田
地
が
、
扇
を
手
の
平
に
挾
ん
で
持
ち
腰
掛
を
中
に
向

い
合
う
。
別
に
ス
リ
サ
サ
ラ
を
肩
に
し
た
「
君
の
囃
し
」
が
二
人
立
ち
、
別
当
も

楽
堂
の
中
央
に
腰
か
け
る
。
笛
・
太
鼓
・
ス
リ
サ
サ
ラ
の
楽
で
「
チ
ャ
チ
チ
チ
・

チ
ラ
ラ
リ
ラ
ー
ラ
」
と
別
当
が
口
拍
子
を
取
る
と
二
人
の
舞
い
手
は
そ
の
場
で
一

度
ま
わ
り
、
次
に
逆
ま
わ
り
で
場
を
入
れ
か
わ
る
。
こ
れ
を
二
度
す
る
と
二
人
は

背
中
合
せ
に
腰
掛
に
腰
を
か
け
る
。
（
以
下
略
）

-
し
ず
め
山
路
（
19
64
）
、
吉
川
（
20
12
）
で
は
し

ず
め
に
関
す
る
解
説
が
書
か
れ
て
い
る
が
、

早
川
（
19
30
）
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

早
川
(1
93
0)
し
ず
め
面
の
解
説
は
あ
っ
て
も
し
ず
め
自
体
の
解
説
が
書
か
れ
て
い
な
い
。

不
明
で
あ
る
が
、
可
能
性
と
し
て
は
あ
る
。
折
口
信
夫
が
西
浦
田
楽
当

日
に
調
査
に
訪
れ
た
際
に
、
別
当
が
「
部
外
者
は
見
学
で
き
な
い
」
と

折
口
に
伝
え
た
が
、
折
口
は
諦
め
ず
役
場
で
見
学
許
可
証
を
発
行
し
て

も
ら
い
、
見
学
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。

地
能
2番

御
子
舞
早
川
（
19
30
）
で
は
腰
に
鈴
を
差
す
と
あ

る
が
、
山
路
（
19
64
）
で
は
手
に
持
っ
て

出
て
い
る
。

地
能

16
番
水
口

山
路
（
19
64
）
と
吉
川
（
20
12
）
で
盗
人

役
が
近
づ
く
回
数
、
盗
む
物
の
順
番
が
異
な

る
。

地
能

27
番
君
の
舞

早
川
（
19
30
）
で
は
腰
掛
け
を
出
す
タ
イ

ミ
ン
グ
を
舞
が
一
通
り
終
わ
っ
て
か
ら
で
あ

る
が
、
山
路
（
19
64
）
で
は
最
初
に
腰
掛

け
を
置
い
て
い
る
。

回
数
に
つ
い
て
は
奇
数
回
と
な
っ
て
い
る
の
が
正
し
い
。
近
づ
く
際
も

7歩
で
あ
る
。
盗
む
順
番
は
烏
帽
子
、
水
干
、
ゴ
ザ
オ
リ
の
順
で
あ

る
。

腰
掛
は
演
目
の
開
始
前
に
置
く
。

5
28

4
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地理情報システム（GIS）を取り巻く環境は変化を続けている．我が国では，平成 30 年に告⽰された⾼
等学校学習指導要領において地理 A，地理 B が地理情報システム（GIS）の基礎的な技能習得が内容に盛り
込まれた地理総合に改定されるなど，より多くの⼈々が GIS を利⽤する機会が増えている．しかし，GIS を
活⽤する上で必要不可⽋である様々な地理情報の広く⼀般に向けた提供は⼗分であるとは⾔えない．そこ
で，本稿では⼀般の⼈が利⽤可能な地理情報の整備の現状と，それらのデータの加⼯⽅法について⼀部を
例⽰する． 

 
 
These days, surrounding environments of The Geographic Information System (GIS) are changing. The 

new educational guidelines for high school curriculum will make GIS as a Compulsory subject. However, 
providing systems of geographic data are still not built. In this article, I will show current status and use 
cases of geographic information in japan.  
 

キーワード： GIS，新学習指導要領，地理教育 
Keyword: GIS, New Educational Guidelines, Geography Education 

 
 
 

I. 序論 

 本稿の課題と⽬的 
 平成 30 年に告⽰された⾼等学校学習指導要領
において，2022 年にこれまでの地理 A，地理 B が
地理総合として改定され，⾼校地理がおよそ 50 年
ぶりに必履修化されることが決定した．また，学
習指導要領には「地図や地理情報システムで捉え
る現代社会」が明⽰され，これまで教科書の付録
程度の扱いであったGISの利⽤が必修化されるこ
ととなった． 
 また，教育分野以外においても，災害への危機
感の⾼まりなどから，過去の地形図や⾃治体等が
作成するハザードマップ等から⾃分が住んでい
る・これから住もうとしている地域の災害リスク
について知ろうとする動きが増えている１）． 
 このように我が国における，地理情報システム
（以降 GIS）を取り巻く環境は⼤きな転換期を迎
えようとしている．しかしながら，GIS を教える
事ができる⼈材が少ない事や，GIS を利⽤するた

めに必要な情報提供が充分でないことなど，GIS
の需要の⾼まりに対し，GIS を利⽤する環境づく
りが追いついていないのが現状である． 

これらの事を踏まえ，本稿では，GIS 初⼼者で
も⽐較的扱いやすいと考えられる WebGIS と GIS
ソフトウェア，地理情報についてまとめる．また，
⾼校地理で GIS が必修化される事を踏まえ，⽣徒
が⾃分の住んでいる地域が抱える社会問題（⼈⼝，
防災等）について⾃ら学び，⽣徒の興味関⼼を惹
きつけられるような GIS の利⽤法の例として，フ
リーGIS ソフトウェアを利⽤した海⾯上昇予測図
の作成について解説する．また，応⽤的な GIS の
利⽤法の例として，⼩林（2019）の⻑野県東信地
⽅における国勢調査⼩地域情報の⾼精度化の概要
と成果について触れる． 
 

 既往研究 
 2022 年から⾼等学校にて地理が必修化され，更
にGISの利⽤が学習指導要領に位置づけられたこ
とから，⾼等学校における GIS 利⽤の実態や GIS
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を⽤いた授業の⽅法等について調査・検討が⾏わ
れてきている． 

⾕ら（2019）は近年調査が少なかった，⾼等学
校での GIS の普及状況を全国調査し，GIS を利⽤
する教員の特徴を分析している．調査の結果，⾼
等学校での GIS 利⽤者の特徴として，普通教室で
投影機器やインターネット接続が整備されている，
地理を専⾨とし，⼤学でGISを実習形式で学ぶか，
研修で GIS を学んでいる，若い教員ほど GIS を利
⽤する傾向が⾒られるが，地理を専⾨とする若い
教員は少ないという特徴を⾒出した．これらのこ
とから，⾼校での設備⾯での改善と，教員の研修
がGIS利⽤の普及に効果があるとしている．また，
GIS は主に資料提⽰のツールとして使われている
ということもアンケート調査より明らかとなって
いる． 
 ⽥部（2018）は地理総合における GIS の実施に
あたり想定される問題点とその対応策について考
察しており，GIS をよく知らない，地理を専⾨と
しない教員に対する研修等の必要性を指摘してい
る． 

本稿では，GIS を教員の資料提⽰の⼿段として
利⽤することだけではなく，⽣徒が主体的に
WebGIS や GIS ソフトウェアを利⽤する事を想定
し，更に，すべての教員が GIS を使いこなせると
は限らないことを前提に，⾼校地理の授業や⼀般
家庭で利⽤できるGISや地理情報について考察す
る． 

II. 我が国における GIS の現状 

ここでは⾼校⽣や GIS 初⼼者が利⽤可能な GIS
についてまとめ，考察を⾏う．また本稿では，⾼
校⽣や GIS 初⼼者が利⽤可能な GIS の定義を
「GIS ソフトウェアで利⽤可能な地理情報，Web
上で公開されていて，ウェブブラウザの基本的な
操作ができれば利⽤可能なもの」とする． 
 

 WebGIS 
 ここでは，インターネットブラウザ上で利⽤可
能な GIS サービスのことを WebGIS と呼ぶ．
WebGIS の代表的な例として，Google Maps や地
理院地図（電⼦国⼟ Web）等が挙げられる． 
 

① Google Maps 
 Google Maps とはアメリカの主要 IT 企業
Google が提供する地図検索サービスである．地図
に関する知識を持たない⼈でも⽐較的利⽤しやす
い WebGIS であるといえる．また，近年はスマー
トフォンの普及に伴いナビアプリとしての需要も
⾼い．操作が簡単で GIS 教育の導⼊として有⽤で

あると考えられる．また，近年は⼀部地域のみで
あるが，3D 表⽰に対応し建物や樹⽊，地形がより
詳細に閲覧できるようになった（図 1）．操作も
簡単であることなどから，⽣徒⾃⾝が住んでいる
地域や興味のある地域，授業で学習した地域の地
形や⾃然環境，都市の構造などについてより深く
学び，GIS 学習のきっかけにしやすいサービスで
あると考えられる． 

 
② 地理院地図 

 国⼟地理院によって提供されている WebGIS
である．国⼟地理院が作成した標準地図の利⽤が
でき，アジア航測による⾚⾊⽴体地図を始めとし
た地形の様⼦を⽰した地図や，災害発⽣時の指定
緊急避難場所等を合わせ，更に発展的に地域につ
いて知ることができる．地域の地形の特徴や防災
について学習する際に有⽤であると考えられる． 

③ 今昔マップ 
 埼⽟⼤学教育学部⾕謙⼆准教授により提供され
ている WebGIS である．過去に発⾏された地形図
を閲覧でき，作成時期の異なる地形図を左右に分
割表⽰し⽐較することもできる．Web 版２）とデス
クトップ版が提供されており，⽇本全域の整備は
済んでいないものの，対応エリアの更新が頻繁に
⾏われている．図 2 は今昔マップデスクトップ版
を利⽤して作成した 1920 年と最新の静岡⼤学情
報学部キャンパス（静岡県浜松市中区城北）周辺
の地形図である．中央に位置する静岡⼤学が 1920
年の地形図では「歩兵營（営の旧字体）」となっ
ていることが読み取れる．また，その歩兵營のす
ぐ東には「れんたいまへ（聯隊前）」駅があるこ
とも読み取れる．これらのことから，1920 年頃，
静岡⼤学城北キャンパスの所在する場所には⼤⽇
本帝国陸軍の兵営があり，⼤学の近くを鉄道が通
っていたということがわかる． 

このように，今昔マップを利⽤することで⾃分
が済んでいる地域や通っている学校などのかつて
の様⼦を読み取ることができる．今昔マップの利

 

図 1 Google Maps 上での三次元表現の例 
（画像の場所は静岡⼤学情報学部キャンパス） 
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⽤を通して，地域の歴史についてより深く知るこ
とができるであろう． 
 

 無償 GIS ソフトウェア 
 様々な企業，個⼈，コミュニティから有償，無
償の GIS ソフトウェアが公開されている．ここで
は 無 償 GIS ソ フ ト ウ ェ ア と し て QGIS と
MANDARA について触れる．いずれのソフトウ
ェアも無償で提供されているため，⽣徒の⾃学⾃
習に活かせると考えられる． 
 

① QGIS 
 QGIS は有志により作成，運営されているオー
プンソース GIS プロジェクトである．基本的な地
図表⽰や，地理情報を⽤いた空間分析等の GIS ソ
フトウェアとしての基本的な機能を備えている．
また，プラグインの開発も活発に⾏われており，
後述する海⾯上昇の簡易的な予測図作成など，発
展的な分析・地図作成も⾏うことができる． 
 

② MANDARA 
 MANDARA は埼⽟⼤学教育学部⾕謙⼆准教授
によって開発，公開されているフリーGIS ソフト
ウェアである．地図作成機能に加え，空間検索や
クロス集計等を⾏うことができる．また，開発者
によるテキストも販売されており，学習環境が良
く整っている GIS ソフトウェアであるといえる． 
 

 地理情報の提供 
 GIS を扱うにあたり，必要不可⽋となるのが建
物や地形データなど地域の様々な情報を収録した
地理情報である．ソフトウェア同様，地理情報に
は主に企業などから有償で提供されているものや
国の機関等から無償で提供されているものが存在
する．本稿では，基本的に無償で利⽤することが
可能な地理情報について触れる． 
 

③ 国⼟数値情報 
 国⼟数値情報は，国⼟交通省国⼟政策局国⼟情
報課によって GIS データとして整備されている，
地形，⼟地利⽤，公共施設等の国⼟に関する基礎
的な情報である．国⼟数値情報ダウンロードサー
ビス２）にてダウンロードすることが可能である． 

最新のデータは基本的にGISソフトウェアです
ぐに利⽤可能なシェープ形式で提供されている．
鉄道駅データがラインデータとして提供されてい
る等，⼀部円滑な課題実⾏に⽀障をきたすものも
存在するが，概ねダウンロードしたデータをその
ままGISソフトウェア上で表⽰させることができ
る．近年は津波浸⽔想定データの整備も進んでお
り，沿岸部の⾼校では⽣徒たちに⾃らの⼿で津波
防災マップを作成させるなどすることで，⽣徒た
ちの防災，地域への関⼼を⾼めるきっかけとなる
ことが期待できる． 
 

 
図 2 静岡⼤学周辺の地形図（左：1920 年 右：国⼟地理院地図） 

（今昔マップデスクトップ版で作成．Web 版においても同様の⽐較が可能） 
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④ e-Stat（政府統計の総合窓⼝） 
 e-Stat（政府統計の総合窓⼝）では国勢調査，経
済センサス，農林業センサスを始めとする各種統
計情報のダウンロードが⾏える．統計情報が CSV
形式またはテキスト形式で提供されているため，
そのままGIS ソフトウェア上で使⽤することはで
きないが，表計算ソフトウェアの知識を持った⽣
徒や意欲のある⽣徒ならこの統計情報は⾮常に有
⽤なものになると考えられる． 
 また，「地図で⾒る統計」では，国勢調査結果
および，調査年度時の⼩地域境界データを取得す
ることができ，国勢調査結果を⼩地域や地域基準
メッシュ単位で利⽤可能である．しかし，2000 年
以前の調査は整備されていないという課題がある．
（2019 年 2 ⽉現在）． 

III. GIS の活⽤事例 

ここでは GIS の活⽤事例として，無償 GIS ソフ
トウェアの QGIS を使⽤した簡易的な海⾯上昇予
想と⼩林（2019）が⾏った，⻑野県東信地⽅の国
勢調査⼩地域情報の⾼精度化の⼿法および成果に
ついて触れる． 

 

 QGIS を使⽤した海⾯上昇予測 
 無償 GIS ソフトウェアの QGIS および，Web ブ
ラウザ上で三次元地図を表⽰するプラグイン 4）を
使⽤することで簡易的な海⾯上昇予測図を作成す
る事が可能である．図 3 は東京都のお台場を中⼼
とし，7m の海⾯上昇を簡易的に表⽰した地図で
ある．プラグインの機能として地図上に任意の⾼
度を指定した⾯を表⽰させる事ができるため，こ
の機能を使⽤して簡易的な海⾯上昇予測図を作成
することができる．⽇本国内を対象に予測図を作
成するのであれば，⽇本の地形データがプラグイ
ンにデフォルトで搭載されているため，利⽤者は
背景地図を⽤意するだけで，簡単にこのような予
測図を作成することができる． 
 新学習指導要領では「持続可能な地域づくりと
私たち」の中で「⾃然環境と防災」が組み込まれ
ており，こうした⾃然環境の変化が我々の⽣活に
与える影響について主体的に学ぶ⼿段として，界
⾯上昇予測のような⼿法を通じた学習は有⽤性が
あると考える． 
 

 国勢調査⼩地域情報の⾼精度化 
 ⼩林（2019）では梶⽥（2015）で島根県島後を
対象に⾏なった国勢調査⼩地域（町丁字）の⾼精
度化の⼿法を参考に，くり抜き法と呼ばれる処理
⼿法を⽤いて⼈⼝データの詳細化を試みている． 

 
図 3 東京沿岸部の海⾯上昇予測（7ｍ） 

（背景地図：地理院地図 右側の⾊付き部が⽔没すると予測される地域） 
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 ⼀般的に公開されている国勢調査結果で最も細
かい範囲を⽰したデータであると考えられるのが
基本調査区単位または⼩地域単位で整備されてい
るデータである．都市部の町丁字がそれぞれ細か
く割り当てられている地域ではこうした調査結果
をそのまま利⽤しても，ある程度詳細な⼈⼝分布
を得ることができるが，梶⽥（2015）の島根県島
後地域や⼩林（2019）の⻑野県東信地⽅の場合，
⼀つ⼀つの⼩地域が⾮常に⼤きな⾯積を持ってい
るケースが多く，⼈⼝分布を⾒ようとしたときに，
地域の現状に合わない結果を観測してしまう可能
性がある． 

そこで，ほとんどの⼈が森林地域や湖沼・河川
地域内に居住しないという前提に基づき，GIS ソ
フトウェアを使⽤して⼩地域情報から森林地域と
河川・湖沼地域を取り除く「くり抜き法」の処理
を⾏い，対象地域の⼩地域情報の⾼精度化を⾏っ
た．また，処理に⽤いたデータについて，国勢調
査⼩地域情報は e-Stat（政府統計の総合窓⼝）か
ら，森林地域データは国⼟数値情報ダウンロード
サービスから，⽔域（河川・湖沼）データは国⼟
基盤情報からそれぞれ取得した． 
 図 4 は，平成 27 年国勢調査について，くり抜
き処理前のデータと，くり抜き処理後のデータの
それぞれについて，⼈⼝分布のドットマップを作

成したものである．処理前のドットマップでは，
おおよその⼈⼝集中地域は読み取ることができる
が，それ以外の地域については⼈⼝が地域全域に
分散しているような表現となっている．これに対
して，くり抜き法による処理を⾏ったドットマッ
プでは居住地の分布と密度の表現について精度が
⾼まっていることが確認できた． 
 

IV. まとめ 

 我が国のGISを取り巻く環境は⾼校地理の必履
修化やそれに伴うGIS学習の必修化等によって⼤
きな転換期を迎えようとしている．しかしながら，
こうした現状に際して，⾼校⽣や GIS 初⼼者が利
⽤しやすいデータの整備が⼗分でないのが現状で
ある．これらの事を踏まえ本稿では，GIS 初⼼者
でも⽐較的扱いやすいと考えられる WebGIS，
GIS ソフトウェア，地理情報について⼀部ではあ
るがまとめ，それぞれの特徴について考察した．
⽣徒が⾃分の住む地域や通学する地域の特徴につ
いて主体的に学ぶことができる可能性が⾒出され
た． 

また，本稿では主に⾼校⽣の GIS 教育について
触れているが，本稿でまとめたようなフリーの

 
図 4	 くり抜き法による人口分布のドットマップの精度の向上 

（いずれも平成 27 年国勢調査結果より筆者作成） 
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GIS ソフトや Google Maps のような WebGIS を
利⽤することで，業務や研究などで GIS を⽇常的
に使⽤する⼈でなくても，⾃分が住んでいる地域
の特徴や歴史について触れることが可能であると
考えられる． 

最後に応⽤的な GIS の活⽤事例として，筆者が
卒業研究で⾏った⼩地域情報の加⼯を例に，⼀般
に公開されているデータ同⼠を組み合わせ加⼯す
ることで，より詳細な地域の様⼦を明らかにでき
る事を⽰した． 

今後はアンケート調査や実地調査を実施するな
どして我が国の GIS 教育や⼀般の GIS 利⽤の現
状や課題について更に明らかにしていきたい．ま
た，こうした GIS 関連の情報を集約したポータル
サイトの構築⽅法についても検討していきたい． 
 
  本稿を執筆するにあたり，多くの⽅々から貴重な

ご指導・アドバイスをいただきました．ここに記し
て感謝申し上げます． 

 
注 

1）⽇本地質学会 2013．特集：古⽂献・古地図が語る
災害リスク ジオルジュ 2013 後期号 11-13 

2）⾕謙⼆ 「今昔マップ on the web」
http://ktgis.net/kjmapw/index.html, （最終閲覧⽇：
2019 年 2 ⽉ 8 ⽇） 

3）国⼟交通省国⼟政策局国⼟情報課「国⼟数値情報ダ
ウンロードサービス」http://nlftp.mlit.go.jp/ksj/, （最
終閲覧⽇：2019 年 2 ⽉ 8 ⽇） 

4）⾚城実 作成 「Qgis2threejs」を使⽤した． 

 

⽂献 
梶⽥真 2015．可住地情報を利⽤した⼩地域統計の⾼

精度可視化による活⽤ ―島根県島後への適⽤―．地
理科学  70: 39‒53． 

⼩林⾶⽂ 2019．地理空間分析による地域の⼈⼝増減に
影響を与える要因の研究 ―――⻑野県東信地⽅を対
象として．静岡⼤学情報学部卒業研究 

⾕謙⼆ 2018．『フリーGIS ソフト MANDARA10 ⼊
⾨』古今書院 

⾕謙⼆・斎藤敦 2019．アンケート調査からみた全国の
⾼等学校における GIS 利⽤の現状と課題―――「地
理総合」の実施に向けて 地理学評論 92(1)：1-22 

⽥部俊充 2018．⾼校地理歴史新科⽬「地理総合」の課
題と⽅向性―――GIS への取り組みを中⼼に ⽇本⼥
⼦⼤学紀要 28：47-57 

⽂部科学省  
⼭本靖 2018．地理総合の授業モデルの提案―――⼟地

利⽤と農業 GIS を例に ⽇本デジタル教科書学会 発
表予稿集 7：39-40 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

22



第 24回公開シンポジウム「人文科学とデータベース」発表論文集 
 

GIS を用いた災害時の避難所圏域の分析手法 

An analysis method of evacuation area in disaster using GIS 
 

山本	 裕貴	 ・	 岩﨑	 一孝 
Hiroki Yamamoto	 ・	 Kazutaka Iwasaki 

静岡大学	 情報学部，静岡県浜松市中区城北 3-5-1 
Shizuoka University, 3-5-1, Johoku, Naka-ward, Hamamatsu, Shizuoka 

 
 

概要 : 近年、「想定外の」豪雨災害が頻繁に発生し、多くの犠牲者を出している．そこで既存の避難所

の圏域を、避難所のポイントデータの作成、避難所圏域の定義方法、圏域内人口の求め方と順を追って説

明し GIS を用いた分析手法を示す．また、圏域の定義の際に利用するボロノイ分割や圏域に人口を割り

振る際に利用する面積按分法といった GIS 特有の手法も加えて説明している．活用例には、浜松市の実

際の避難所圏域の分析を示した．具体的には馬込川・芳川といった河川氾濫の危険性が高い河川を採用

し、河川氾濫等で河川を横断できなくなった場合を想定し圏域内人口の変化という視点から避難所圏域の

変化をみた．浜松市においては、馬込川・芳川の両河川に挟まれた地域の避難所圏域が河川の影響を大き

く受けて変化していることがわかる． 
 

 

Abstract :  In recent years, heavy rain disasters "unexpected" occur frequently, and many victims 
are issued. Therefore, I will explain the scope of existing evacuation centers in order of creating point 
data of evacuation centers, defining evacuation area, and finding the population in the area in order, 
and show analysis methods using GIS. It also explains GIS specific methods such as Voronoi division 
to be used when defining a coverage area and Area Proportioning Method to be used when allocating 
population to a coverage area. In the application example, I showed the analysis of the actual 
evacuation area of Hamamatsu City. Specifically, I adopt a river with high risk of river flooding, such 
as Magome River and Hou River, assuming the case that we can not cross the river due to river 
flooding or the like, and change the evacuation area from the viewpoint of the change of population 
within the area saw. In Hamamatsu City, it is understood that the evacuation zone area of the area 
sandwiched between the rivers of Magome River and Hou River changes greatly due to the influence 
of rivers. 
 
 
キーワード : GIS、避難所、河川氾濫、空間データ、浜松 

Keywords : GIS, evacuation area, river flooding, spatial data, Hamamatsu 

 

 

Ⅰ．はじめに 
	 近年「ゲリラ豪雨」と呼ばれる集中豪雨が日本各

地で発生する中、「平成 26 年 8 月豪雨による広島

市の土砂災害」では 77 名、「平成 27 年 9 月関東・

東北豪雨」では鬼怒川の氾濫等で 20 名が死亡し、

「平成 29 年 7 月九州北部豪雨」や「平成 30 年 7 月

豪雨（西日本豪雨）」でも多くの死者を出している．

東日本大震災以来、地震や津波といった災害への備

えは政府をはじめ地方自治体や企業で広く進められ

ているが、ここ数年では水害対策はなされていない．
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豊田(2017)によると整備が進み水害が減少すると住

民の意識も低下すると言われている．そんな中、近

年は堤防の決壊や砂防ダムの決壊など想定の範囲外

の水害の危険性が高まっているのが現状である． 
そこで本投稿では地理情報システム(以下、GIS)を

用いて、避難所の圏域分析の手法を紹介していく．

この手法の活用例として、静岡県浜松市における災

害時とりわけ河川洪水といった水害に着目した避難

所圏域の変化の分析を行ったものを紹介する． 
 

Ⅱ．本投稿の位置づけ 
データベースシステムについて藤田(2015)は、デ

ータを統合して共有し、効率的に管理し、高度に利

用することを目的としたシステムである、と述べて

いる．GIS において扱うデータは一般的に空間デー

タと呼ばれるものが主流であり、空間データを運用

していくためさまざまな属性が付与されているのが

一般的である．データベースに関する議論のひとつ

に「実世界の情報を目的に応じて適切にモデル化す

る方法」がある．この方法によるモデル化は、概念

モデル→論理モデル→物理モデルという段階に分け

て考えることができる．実際に空間分析を行う際に

は空間オブジェクト(地物型の概念でくくられる

個々の存在の表現)のデータベース、いわゆる空間デ

ータベースにおける情報が重要である． 
概念モデルとは、目的に応じて実世界の対象を抽

象化した概念と、概念と概念間の関係を記述したモ

デルである．たとえば、概念モデルのレベルにいて

は「川」という概念における空間オブジェクトが「荒

川」や「利根川」になるということである． 
論理モデルのレベルでは、ポイント(点)やライン

(線)、ポリゴン(多角形)などを座標値のリストとして

表す型を提供し、少なくとも空間索引とオーバレイ

が実装されたデータベースシステムのことに近いと

いえる． 
同様に「川」を例にすると、川をしめす具体的な座

標値の設定、およびそれにしたがったラインデータ

（またはポリゴンデータ）を実装したものというこ

とである． 
次章ではこれらの空間データにおける空間データ

ベースの概念に従い、本投稿の主題でもある「避難

所圏域の分析手法」に関して述べていく． 
 
 
 
 
 

Ⅲ．分析手法 
	 本投稿において空間データの処理、および空間分

析をおこなうにあたって、「QGIS」と呼ばれる地理

情報システムソフトを用いる． 
 
	 1．避難所の場所の定義 
本投稿で避難所の圏域を分析するにあたり、まず

どの避難所がどこにあるかを指定する必要がある．

避難所の住所はタウンページおよび各地方自治体の

公式ホームページにより公表されている．GIS 上に

示すためまず、ジオコーディングとよばれる住所デ

ータからなる各種情報に緯度・経度の情報を付与す

る作業を行う．続いて、避難所ナンバー(num)、避難

所名(name)、緯度(ido)、経度(keido)をスキーマとし、

「QGIS」において出力する(括弧内の表記は QGIS
で利用する際に定義したフィールド名)．こうするこ

とで住所という文字列で表されただけの任意の地点

に、ナンバー・避難所名・空間座標・ポイントデー

タという意味付けがされる．(図 1) 

図 1	 避難所ごとに避難所ナンバー(num)、避難所

名(name)、緯度(ido)、経度(keido)をスキーマした

避難所ポイント 
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2．避難所圏域・及び圏域内人口の定義 
作成された避難所のポイントデータの圏域を定義

するため、本投稿では「ボロノイ分割」を用いる．

「ボロノイ分割」とは、ある任意のポイントが最寄

りとなるような領域を画定する際に用いられる手法

であり、商圏分析などに用いられることが多い手法

である． 
図 2 はボロノイ図の描画手順を示したものである．

仮に 100個の母点におけるボロノイ図を描写する場

合、4950(＝ 𝐶𝐶"#$$ )通りの二等分線を描く必要がある．

一般に、母点の数 n に対する垂直二等分線の数は

ｎ
"
/ 2 – n / 2 であるため、ｎの値が大きくなればな

るほど膨大な数になってしまう．こうなると手作業

での描画はきわめて困難であるため、コンピュータ

や GIS ソフトウェアを用いることが有効となる．ま

た GIS ソフトウェアにおいてボロノイ図作成の処

理を行うと、作成されたボロノイ領域(ポリゴンデー

タ)に避難所のポイントデータのスキーマが引き継

がれ、避難所ナンバー(num)、避難所名(name)、緯

度(ido)、経度(keido)をスキーマとして持つ避難所圏

域のポリゴンデータが生成される． 

上記の方法で生成された圏域ポリゴンに、人口・

面積がスキーマされた 500m×500m のメッシュを

QGIS 上で「交差」する．GIS ソフトウェアにおけ

る「交差」の処理では、地物の属性が引き継がれる

ため、圏域ポリゴンに人口と面積のスキーマが引き

継がれ、同様にメッシュの一つ一つにも避難所ナン

バーや避難所名、緯度・経度といったスキーマが引

き継がれる．ボロノイ辺によって細切れに分けられ

たメッシュについては、「面積按分法」と呼ばれる、

面積比率に応じて人口データを配分する手法を用い

ることで避難所圏域内人口を算出することが出来る．

こうして得られたメッシュ一つ一つの人口の値を、

避難所ナンバーごとに集計し総和を、新たなスキー

マとして避難所圏域のポリゴンに定義する．そうし

て、避難所圏域内人口の定義付けがされたことにな

る． 
一方で避難所圏域は「交差」の段階で避難所圏の

ポリゴンの内部はメッシュによって網目状になって

しまう(図 3)． 

図 3	 メッシュ状の圏域ポリゴン 
 
しかしながらメッシュにはそれぞれ、避難所の避難

所ナンバー(num)が付与されているため、GIS ソフ

トウェアの「ディゾルブ」という機能を使い、同じ

避難所ナンバーの値を持つ複数のメッシュを一つに

まとめる．この際、避難所ナンバーの値が同じメッ

シュの枠線はなくなり、メッシュという概念もなく

なる． 

図 4	 ディゾルブ処理により一つのポリゴンとなっ

た避難所圏域．避難所圏域内人口の人数ごとに色分

けされている． 
 

図 2 ボロノイ図の描画⽅法・⼿順 
(出典：地理情報科学 GIS スタンダード 古

今書院 p.82) 
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Ⅳ．活用例 
	 本章では、前章まで紹介してきた分析手法を用い

た活用例を、山本(2019)の「GIS を用いた浜松市に

おける避難所の圏域分析-浜松市中心部の河川を考

慮して-」から紹介する．山本(2019)では近年の「想

定外」の豪雨及びその被害を背景に、天竜区を除い

た浜松市を研究対象地域として河川氾濫を考慮し

た際の避難所圏域の変化を明らかにすることを目

的としており、氾濫の可能性がある河川として馬込

川・芳川(東芳川を含む)を採用している．前章まで

で述べたような、ボロノイ分割、面積按分法といっ

た手法を用いて、河川を考慮しないボロノイ図と河

川で土地を区切った後に作成したボロノイ図との避

難所圏域内人口の違いから河川が及ぼす浜松市の避

難所圏域の変化についての分析を行った．何かしら

外的要因により、河川を横切れなくなった場合を想

定した上で、最寄り避難所が河川を隔てた向こう側

の場合、土地を河川で区切ることでその避難所が最

寄りにならないように設定した． 
 

1．対象地域の概要 
研究対象地域は浜松市で、国土数値情報より取得

した浸水想定区域データ1において洪水浸水想定区

域には含まれていない天竜区を除いた浜松市中区、

南区、東区、西区、北区、浜北区とする．研究対象

地域の総人口は 775,935 人(平成 31 年 1 月 1 日現

在)．地形は、天竜川中流域の急峻な中山間地、扇状

地に広がる下流域の平野部、河岸段丘の三方原台地、

そして浜名湖から太平洋の沿岸部によって構成され

ている． 
浜松市内において平成 29 年 6 月から平成 30 年

10 月までの間に河川氾濫の危険性から発表された

避難情報の件数は述べ 6 件に及び、集中豪雨や台風

による河川氾濫の危険性が高い地域であると言える．

加えて、浜松市内の平地を流れ、氾濫に関する緊急

情報が度々発せられている「馬込川」「芳川」は氾

濫の危険性が高いといえる．したがってこれら 2 つ

の河川と芳川の支流である「東芳川」を、土地を分

断する要因となりうる河川として採択した． 
 
 
 
 
 

                                                        
1予想浸水域は国土交通省国土政策局国土情報課の

GIS ホームページより国土数値情報ダウンロードサ

図 5	 浜松市の地形分類、馬込川・芳川の位置、

および両河川による予想浸水域 

図 6	 2015 年台風 18 号により増水した馬込川 
(下図、撮影地点及びアングル	 撮影・提供：静岡

文化芸術大学 平塚氏) 
 

2．使用データ、及び手法 
	 避難所データは「NTT タウンページ	 2018 年浜

松市版」から入手した浜松市避難所 171 ヶ所を浜松

市が自治体連合会ごとに指定した緊急避難場所の住

所と照会し、その住所をジオコーディングにより緯

ービスを利用し、馬込川・芳川による浸水データを

抽出し利用している(平成 24 年度作成データ) 
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度経度に変換した．人口データは総務省統計局 e-
Stat から「国勢調査世界測地系 500 メッシュ」に

より取得した。また、予想浸水域は国土交通省国土

政策局国土情報課の GIS ホームページより国土数

値情報ダウンロードサービスを利用し、静岡県全域

での予想浸水域データを取得した．それらのデータ

より、馬込川・芳川による浸水データを抽出し利用

している．地形分類図、水害地系分類図に用いたデ

ータは同じく国土交通省国土政策局国土情報課よ

り国土情報の GIS のデータダウンロードサービス

から取得し、同様に必要な分類のみを抽出・加工し

たデータを用いている． 
	 分析手法は前章に述べたボロノイ分割、及び面積

按分法を用いて避難所圏域を定義した．ボロノイ図

を作成する上で、河川を考慮しないパターンと土地

を河川によって分割してからボロノイ領域を作成

する 2 パターンを行い、避難所圏域内人口の増減を

みた． 
	  

3．避難所圏域の変化 
河川を考慮しない場合と河川を考慮し土地を分

割した場合の 2 パターンで、処理をしたボロノイ図

を示す． 
 

図 7	 河川を考慮しない場合のボロノイ図（一部抜

粋） 

図 8	 馬込川・芳川によって土地を分断させたボロ

ノイ図（一部抜粋） 
 

	 上の二つの図からも視覚的にわかるが、馬込川を

境に西側の避難所圏域内人口は比較的減少傾向、馬

込川と芳川に挟まれた地域の避難所圏域内人口は増

加傾向にある．実際に数値の比較を行うと、馬込川

よりも西側の地域においては約 7 割の避難所におい

て避難所圏域内の人口減少が見られ、馬込川・芳川

両河川に挟まれた地域においては、逆に 3 割近くの

避難所において避難所圏域内人口は減少せず、7 割

近くの避難所において避難所圏域内人口が増加した。

また、両河川に挟まれている地域の避難所圏域内人

口の増加幅も大きくなっている． 
	 したがって、浜松市の避難所圏域は馬込川や芳川

といった河川による影響を受け大きく変化し、なか

でも馬込川と芳川に挟まれている地域の避難所圏域

は圏域内人口が大きく増加したことから、馬込川・

芳川両河川による影響が最も大きい地域であるとい

える． 
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図 9	 圏域内人口が変化した避難所と変化数 
 
Ⅴ．結びに代えて 
本投稿では空間データベースの概要を記し、それ

に基づき実際に空間データを運用していく過程を論

じた．具体的には、避難所圏域の空間としての定義

付けや、その空間データに圏域内人口のデータを付

与する過程を、ボロノイ分割や面積按分法などの

GIS ソフトウェア上での処理を付け加えながら説明

した．続いて、浜松市を対象とする「災害時の避難

所圏域の分析」における実際の避難所圏域の分析手

法や、用いたデータ、及び河川氾濫といった自然災

害を考慮した際の圏域の変化の様子などを山本

(2019)の論文から活用例として挙げた．浜松市にお

いては、馬込川・芳川の両河川に挟まれた地域の避

難所圏域は河川の影響を最も受けて変化したといえ

る． 
しかしながら、活用例の事例は圏域変化の可能性

の一つに過ぎない．実際の避難所の分析は人の動き

をより考慮する必要があるため、活用例で得た結論

は本来の避難所分析や避難方法の検討に考慮する必

要のある一条件に留まる．活用例での結果を踏まえ、

現実的な避難方法の検討及び提言を行っていくため

の研究につなげていく必要があると考えている． 
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Abstract In recent years, many kind of open data have been released by the government and local governments. 

The open data on tourism are available from the web pages of National Land Numeral Information, Tourism Agency 
and the web pages of RESAS (Regional Economic Analysis System). It is expected that these data will be utilized for 
visualization and analysis using geographic information system (GIS). In this study, as an example of visualizing the 
dynamics of foreign tourists using a geographic information system, the authors report the characteristics of open data 
on tourism.  
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２．オープンデータの概要	

2.1.訪日外国人消費動向調査	

1 2010

( 1)

[3]  
表 1	データ概要	

図 1訪日外国人消費動向調査	 調査票	

	

2.2.宿泊旅行統計調査	

2
[4]  

表 2	 データ概要	

データ	

ソース	
宿泊施設による自計申告	

概要・

目的	

わが国の宿泊旅行の全国規模の実態

等を把握し，観光行政の基礎資料と

する	

国籍	 21 区分	

最小	

データ

単位	
都道府県	

	

2.3.訪日外国人流動データ(FF-Data)	

3 2014

[5]  
表 3	 データ概要	

データ	

ソース	

観光庁「訪日外国人消費動向調

査」,航空局「国際航空旅客動態調

査」	

概要・

目的	

訪日外国人の都道府県を越える国内

流動に関して，四半期，年間での流

動量の分析を行う	

標本数	 4万件超	

国籍	 9区分	

最小	

データ

単位	
都道府県，空港	

	

	

2.4.静岡県観光交流の動向	

4

[6]  

	

調査	

方法	
アンケート	

概要・

目的	

訪日外国人旅行者の消費動向を明ら

かにし，外国人観光客誘致に関する

施策の企画立案，評価等のための基

礎資料を得る	

標本数	 139,856	標本/年	

国籍	 21 区分	

最小	

データ

単位	

都道府県,空港	
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表 4	 データ概要	

調査	

方法	

観光施設（地点），スポーツレクリエ

ーション施設，行祭事及びイベント等

への入場者・参加者等を市町が集計	

概要・	

目的	

県内の宿泊施設，観光施設（地点），

スポーツレクリエーション施設，行祭

事	

及びイベント等の観光交流客数を調査

し，今後の「観光交流」施策の基礎資

料	

とする	

調査	

地点	
1,386	施設（地点，イベント）	

国籍	 日本人・外国人の区別なし	

最小	

データ

単位	

市町	

	

	

2.5.国土数値情報観光資源データ	

5 [7]  
表 5	 データ概要	

	

３．GIS での可視化・分析	

,
QGIS

 
2

 

図 2	都道府県別外国人観光客数	

	

図 3は宿泊旅行統計調査を用いて，都道府県別

外国人宿泊客数を可視化したものである．	

図 3	都道府県別外国人宿泊客数	

4 (FF-Data)

デー

タ概要	

(財)日本交通公社が設置した「観光資

源評価委員会」が検討・選定し作成し

た「観光資源台帳」に掲載されている

観光資源のうち評価ランクが A級以上

のもの，及び観光庁が保有する各都道

府県の観光地点等に関する情報を整備

した「観光地点等名簿」に記載される

ものを統合したもの	

基準

年	
平成 26（2014）年 9月 30 日	

形式	 面，線，点	
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.  
1

,
 

図	4外国人観光客の都道府県間流動	

	

5

 
	

図 5静岡県内での観光資源ヒートマップ	

                                                        
1 明確な定義はないものの,外国人が東京・箱根・

富士山・名古屋・京都・大阪を周遊するルートを

指す 

6,7 ( 28 )
35 2016 4 2017

3 1
 

	

	

図 6静岡県内市町別観光客数	

	

図 7静岡県内市町別宿泊客数	
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4.RESAS によるデータの可視化・分析	

RESAS (
) ,

( , ,
) ,

[8]( 6)  

(FF-Data)

( 8)  
RESAS

NTT ,

(10 18 ) (2
5 ) 2

9
 

	

図 8	RESAS「外国人メッシュ」	

(色の濃淡で外国人数を表現)

表 6	RESAS	 観光分野の掲載データ[10]	 	

	

	

	

	

	

	

区分	 名称	 出展(提供元)	 最小表示レベル	

ダウ

ンロ

ード	

国内	

目的地分析	
経路検索条件データ(株式会社ナビ

タイムジャパン)	
観光地点ごと	 ✕	

From-to 分析	

(宿泊者)	

観光予報プラットフォーム(観光予

報プラットフォーム推進協議会)	
市区町村	 ✕	

宿泊施設	 宿泊旅行統計調査(観光庁)	 都道府県	 ○	

外国人	

外国人訪問分析	
訪日外国人消費動向調査(観光庁)，

訪日外客数(日本政府観光局)	
都道府県	 ○	

外国人滞在分析	 モバイル空間統計(株式会社ＮＴＴ

ドコモ・株式会社ドコモ・インサイ

トマーケティング)	

市区町村	 ✕	

外国人メッシュ	 1km メッシュ	 ✕	

外国人出入国	

空港分析	
訪日外国人流動データ(国土交通省)	

都道府県	 ○	

外国人移動	

相関分析	
都道府県	 ○	

外国人消費の比較	

(クレジットカード)	 ビザ・ワールドワイド・ジャパン株

式会社	

都道府県	 ✕	

外国人消費の構造	

(クレジットカード)	
都道府県	 ✕	

外国人消費の比較	

(免税取引)	

消費税免税店の都道府県分布(観光

庁)，免税利用状況データ(グローバ

ルブルーティエフエスジャパン株式

会社)	

都道府県	 ✕	

外国人消費の構造	

(免税取引)	

免税利用状況データ(グローバルブ

ルーティエフエスジャパン株式会

社)	

都道府県	 ✕	
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5．オープンデータの評価	
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A Usage of Database in Traffic Accident Analysis 
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2 1 60

3 GIS
GIS

 
 

Abstract Traffic accident is a common social problem in Japan. Although the number of accidents is one-half 
compared to the largest number ever recorded, it causes about 600 thousand injury or death every year. The main 
factor of traffic accidents is classified into roughly 3 types: Human Factor, Vehicle Factor and Environmental Factor. 
In geographical studies, analyzing Environmental Factor by utilizing Geographic Information System (GIS) is 
popular recently. In this article, I would like to introduce the point of usages of database based on an analysis of 
traffic accident with GIS. 

Keywords traffic accident, database, Geographic Information System, GIS, Open data 
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２． 研究概要・対象地域	
 
本稿における分析は，静岡県浜松市を対象と

し，そこで発生する交通事故の類型と発生した地

区の土地利用との関係を明らかにすることを目的

とする．浜松市は南北に約７０㎞，面積約 1550
㎢の広大な市域面積を持ち，JR 浜松駅を中心とし

た中心市街地から，大規模工場が立ち並ぶ工業団

地，ラッキョウ，セルリーやみかんの栽培が盛ん

な農業地域，天龍美林と称される広大な森林地域

まで，多様な景観が広がっている． 
 
３． 使用するソフトウェア	
 
次に，分析にあたり使用するソフトウェアにつ

いて紹介する．使用する地理情報システムはフリ

ーGIS ソフトウェアの「QGIS 2.18」
（https://qgis.org/ja/site/）を利用する．地理情報シ

ステムでは，地図上のポイント（点），ライン

（線），ポリゴン（面）のデータを扱うことがで

きる．例として，ポリゴン上のポイントの数を計

算したり，ラインの長さを計算することができる

ほか，ラインまたはポリゴンに接する地物（ポイ

ント，ライン，ポリゴンなど）の抽出を行うこと

ができる． 

また，QGIS を用いて作成したデータを集約する

ために用いるデータベースソフトウェアは

Microsoft Access を用いた． 
 

  
 

 
 

 

[2]

GIS Shape
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図 5	 道路交通事故による交通事故発生件数，死者数及び負傷者数の推移 
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[3]

2014 GIS
geojson

 

URL
URL

GIS
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URL  
https://cyberjapandata.gsi.go.jp/xyz/experimental_rd
cl/{z}/{x}/{y}.geojson 
{z},{x},{y} , X

Y  

図 6	 地理院タイル URL 例 

 

import urllib.request 

from urllib.error import URLError, HTTPError 

# URL  

base_url = "https://cyberjapandata.gsi.go.jp/xyz/experimental_rdcl/" 

ext = ".geojson" 

#  

zoom = 16 

# XY  

x1 = X  

y1 = Y  

# XY  

x2 = X  

y2 = Y  

#  

dir = "geojson_data//" 

# XY  

if x1 < x2: 

    x_begin = int(x1) 

    x_end = int(x2) 

else: 

    x_begin = int(x2) 

    x_end = int(x1) 

if y1 < y2: 

    y_begin = int(y1) 

    y_end = int(y2) 

else: 

    y_begin = int(y2) 

    y_end = int(y1) 

x = x_begin 

y = y_begin 

#  

print(" ") 

while y <= y_end: 

    while x <= x_end: 

        filename = str(x) + "_" + str(y) + ext 

        url = base_url + str(zoom) + "/" + str(x) + "/" + str(y) + ext 

        print(" ..." + url) 

        try: 

            urllib.request.urlretrieve(url, dir + filename) 

        except HTTPError as e: 

            print(' ') 

            print(' : ', e.code) 

            print(' ') 

        except URLError as e: 

            print(' ') 

            print('Reason: ', e.reason) 

            print(' ') 

        print(" ") 

        x += 1 

    y += 1 

    x = x_begin 

print(" ") 

図 7	 地理院タイル取得プログラムの実装例 

 

e-Stat (https://www.e-stat.go.jp)
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まず，小地域境界データの下準備を行う．小地

域境界データはそれぞれの町丁字の形をしたポリ

ゴンの集合であり，その属性値として町丁字別に

割り当てられた「KEY_CODE」や町丁字名などが

すでに含まれている．このうち，KEY_CODE は

重複がないとはいえないため，そのままではデー

タベース化する際のキーとして利用することがで

きない．KEY_CODE に重複が存在する理由とし

ては，例えば，同じ地区名で２つに分かれて飛び

地がある場合は(1234,○○町), (1234,○○町)という

ように同じ属性値を持ちながらも，別のポリゴン

に分けられているからである．このため，そのま

まポリゴン上のポイントの数を計算し，

KEY_CODE で集計をすると狂いが生じることが

ある．そこで，他のデータと重ね合わせて集計を

行う前に KEY_CODE が一意になるように同じ

KEY_CODE をもつポリゴンを融合（２つのポリ

ゴンを１つにする操作）する処理をしておく必要

がある． 
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図 8	 土地利用分類 

38



 

KEY_CODE

 
 

 

KEY_CODE
QGIS

csv

5  

 
 

  
 

 
 

  

23635 16153
12054 1018  

40.2%
28.1% 9.7% 3.1% 2.7%

1.7% 0.5% 0.3%
 

図 9	 データベースの構造 

9.3% 10.8%
3.1% 8.3%

2.9% 3.9%

1.1%
1.8%

2.1% 1.8% 17.3% 4.1%

29.5% 27.5%
7.8%

29.1%

1.0% 0.7%

9.8%

2.1%

40.3% 40.1%

29.7%

41.2%

1.5%
1.3% 10.7%

1.9%
0.2% 0.0% 5.2%

0.7%
0.5% 0.4%

1.7%
0.6%12.6% 13.4% 13.7% 10.3%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

郊外地域 市街地域 森林地域 農業地域

右左折時 横断中 ⼯作物 出会い頭 正⾯衝突

追突 転倒 路外逸脱 追越追抜時 その他

図 10	 割合構成 

39



 

 
 

  
 

GIS

 
GIS QGIS
GIS

GIS

 

[5]

GIS
MANDARA

ArcGIS GIS

Bangkok GIS
[6]

 
GIS

GIS

 
 
 

参考文献 
[1]  内閣府 2018．『平成 30 年交通安全白書』.  

https://www8.cao.go.jp/koutu/taisaku/h30kou_hak
u/zenbun/index.html 
（参照 2019-02-07） 

[2]  国土交通省国土政策局『国土数値情報ダウン
ロードサービス』 
http://nlftp.mlit.go.jp/ksj/index.html 
（参照 2019-02-07） 

[3]  国土地理院『地理院タイル一覧』 
http://maps.gsi.go.jp/development/ichiran.html 
（参照 2019-02-07） 

[4]  国土地理院『ベクトルタイルとその提供実験
について』 
https://maps.gsi.go.jp/development/vt.html 
（参照 2019-02-07） 

[5]  静岡県『ふじのくにオープンデータカタログ』 
https://www.pref.shizuoka.jp/soumu/so-
510/opendata/index.html 
（参照 2019-02-07） 

[6]  Bangkok Metropolitan Authority “Bangkok GIS” 
http://www.bangkokgis.com 
（参照 2019-02-07） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

40



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一般講演 2 
座長：田窪 直規 (近畿大学) 

  

トビラ



 

 

トビラ



第 24回公開シンポジウム「人文科学とデータベース」発表論文集 
 

Constructing the Database of the Modern Japanese Art World  
in Ueno Area 

 

  

 Yukiko Osaka Mengfei Pan 

, 7-3-1 

The University of Tokyo, Hongo 7-3-1, Bunkyo-ku, Tokyo 

 
 

Abstract Ueno is the area where literati and artists settled and lived since the Edo period. After the Meiji 
Restoration, much more artists and craftsmen started to gather in this area under the influence of the National 

Industrial Exhibitions and establishment of the Tokyo School of Fine Arts (present Tokyo University of Arts).  
This research, through establishing a database of the modern Japanese art world in Ueno area, aims to provide 

biographical information on artists and craftsmen, social and individual events, their personal network as well as their 
art works. In this paper, we introduce the research results related to the modern art world in this area and proposes a 

database that has the potential to connect the varying elements. 

Keywords database, fine arts and crafts, artist, art world, Ueno 
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第 24回公開シンポジウム「人文科学とデータベース」発表論文集 
 

Citizen-Oriented Database of Folktales: Attempt in Shimane  

1,2† 3  4 5 6 7 Christopher Kavanagh1 
8 9 10 11 9 12 9 

Yo Nakawake1,2 , Kosuke Sato3 , Shungo Shishido4, Tomoko Matsumoto5, Kiku Omotsubo6,  

Nika Ando7, Christopher Kavanagh1, Hiroshi Hamasaki8, Mineyo Iwase9, Yasuhide Kominami10, 

 Keiichiro Tahara11,Yuri Takami9, Go Yoshizawa12, Ayumi Sato9 
 

1  2 3   4   5    
6   7   8   9  

10Matsue-Works  11   12  
1Kyushu University, 2University of Oxford, Meiji University, 3Okuizumo Town Board of Education, 4Matsue 

5Community Reactivating Cooperator Squad, 6Shimane Center for Studies of the Ancient Culture,  
7National Graduate Institute for Policy Studies, 8Sukunahikona Inc., 9Shimane University, 10Matsue-Works,  

11Science Communication Research Institute, 12Oslo Metropolitan University

あらまし

 

Abstract In the last few decades, computational or digital approaches to the study of folktales have advanced rapidly. 
Here, we briefly review recent multi-disciplinary methods to study folktales and major digital databases of folktales and 
related fields. Then, we introduce our ongoing project of building a digital database, collaborating with citizens in 
Shimane. Based on the review, we discuss methods and benefits of collaboration between citizens and researchers.

Keywords folktale, database, sustainability, digital humanities, computational folkloristics  

1. 緒言 

                                                        
† School of Anthropology and Museum Ethnography, University of Oxford, 51/53 Banbury Road. Oxford. OX2 6PE. UK 
  101-8301 1-1 

 Research Extension and intellectual Property Headquarters , Meiji University, 1-1 Kanda-Surugadai, Chiyoda-ku, Tokyo,101-8301 
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2. 民話研究の認知科学的アプローチ 

(2011)[1] 20

① ② ③

④ ①

② Propp(1928) [2]

③

④

 

(Computational Folkloristics)

[3,4]

 

2.1 物語変遷に関する認知科学的アプローチ 

 

Sperber & Hirschfeld (2007)[5]

Jack Zipes

[6]

Bartlett (1932)[7]

 

Bartlett

 

 [8]

[9]

[10,11]

[12]  
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2.2文化進化的アプローチ 

[13,14]

[15-17]

[18-20]

[21-26]

e.g.,

[27]

[23,24,28]  

Tehrani (2013) [23]

58

 

da Silva 

& Tehrani (2016)

[24,28]

5000

 

2.2 自然言語処理アプローチ 

 

(close reading)

Web

 

(Natural Language Processing: NLP)

Moretti

close reading

distant reading [29]  

 

Regan et al. (2016) 1,327

[30]

Aarne–Thompson–Uther 

type index[31]

[32]

 

 

51



 

3. 民話に関わるデータベース 

 
3.1 人類学・歴史学のデータベース 

eHRAF(Human Relations Area Files) World 

Culturea

OWC (Outline of World 

Cultures)  

OCM (Outline of 

Cultural Materials) eHRAF

[33,34] eHRAF

(Folktale) 500

D-Placeb [35]

Web

 

Seshat: Global 

History Databankc [36]

2018 [37]

                                                        
a http://ehrafworldcultures.yale.edu/ehrafe/ 
b https://d-place.org  
c http://seshatdatabank.info/ 

30 1

The Database of Religious 

History d[38]  

3.2 民話の専門のデータベース 

3.2.1 国外の民話データベース 

Meder e(Dutch 

Folktale Database) [39]

2004 2004

20,000 46,000

 

Evald Tang Kristensen 

Collectionf 19 20

Evald Tang Kristensen

24,000

Web

d https://religiondatabase.org/landing/ 
e http://www.verhalenbank.nl/ 
f http://etkspace.scandinavian.ucla.edu/etkSpace/index.php 
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Kristensen

[4, 39]  

Intelligent Search Engine for Belief Legends 

(ISEBEL)  

3.2.2 国内の民話データベース 

Web  

東アジア民話データベース：

g

[41-43]

63,500

Web  

怪異・妖怪伝承データベース：

h

1997 2002 6

Web

[44] 2019 1 35,800

( )

100  

国立民族学博物館データベース

CD

2018 62,651

[45]

Web

i

j

                                                        
g http://minwadata.fm.senshu-u.ac.jp/EastAsiaMinwa 
DB/about/index.html 
h http://www.nichibun.ac.jp/YoukaiDB2/index.html 

29

3,696 Web

  

 
3.3 民話データベースの課題 

 

[41]  

Tang Kristensen Collection

Tangherlini

[4] Meder

Tangherlini

[3,4,39,40, 46,47]

技術をどう採用していくかが鍵となるだろう。 

(2014)[48] ①「

②「 ③

「 ④「

①「 ②「

③「 ④「

⑤「

⑥「

i http://htq.minpaku.ac.jp/databases/av/audcat.html 
j http://htq.minpaku.ac.jp/databases/inada/ 
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Web

 

[39,46,47,50]

 

 

 

4. CODAMAプロジェクト：地域と連携し

た民話データベースの試み 

 

2018 CODAMA: 

Citizen Oriented Digital Archive of Mythology and 

Anthropology 

 

CODAMA

2018 3

8

 

CODAMA

 

4.1 市民と研究者の協働によるアーカイブ化 

CODAMA

 

 

 

協働の利点
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文化資源の活用

[41-43]

 

 

 

55



 

 

4.2 特定地域における民話収集のメリット 

CODAMA

3

 

 

 

 

 

4.3 民話データベースに向けて  

 

[41-43]

 

Web

Web HTML

Web API
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Web API
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[41,48]

(1998)[49]
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5. 結語 
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Sea of the Great Unread: Sub-corpus topic modeling and 
Humanities research. Poetics, 41(6), 725–749. 
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Construction of a Sustainable Cultural Property Information Database 

and Management 
  

小山田智寛 1, 二神葉子 2, 三島大暉 3 

Tomohiro OYAMADA1, Yoko FUTAGAMI2, Taiki MISHIMA3 

1,2,3) , 東京都台東区上野公園 13-43 

1,2,3)Independent Administrative Institution National Institutes for Cultural Heritage Tokyo 

National Research Institute for Cultural Properties, 1-1, 13-43 Ueno Park, Taito-ku, Tokyo 

 
 

2013
Content Management System WordPress Web

30 120
 

 
Abstract Cultural property information accumulated at the Tokyo National Research Institute for Cultural Properties 
(TNRICP) has unique items according to cultural properties and survey methods. Therefore, it is difficult to disclose 
the information by ready-made system. And we could not develop complete original system, considering 
development cost and operation cost. Only databases of research materials such as books and magazines which 
TNRICP possesses were developed. However, those databases had problems of convenience and management. So in 
2013, we constructed two prototype systems using WordPress, one of the Content Management System known as a 
blog system, and published them on the Web in 2014. Today, we operate more than 30 databases in both systems, and 
registration data exceeds 1.2 million. In this presentation, we will report about a sustainable cultural property 
information database from the viewpoint of construction and management. 
 

, , , CMS, WordPress 
Keywords Cultural Properties, database, sustainable, CMS, WordPress 
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表 2 データベース関連図 

        
 「検索データ」テーブル  「WordPress」テーブル  「WordPress」テーブル  
   bunken_all2    wp_posts    wp_posts  
   cata      
   gakki  「wp_posts」カラム  「wp_posts」カラム  
   garou    post_content    post_content  
   jbook2_all    post_title    post_title  
   jbook2_sisjac    post_type    post_type  
   photo      
   sakka  「post_type」値  「post_type」値  
   tenran    bukko    page  
   tenran2    glass    
   uritate    odaka    
   wazassi    nenki    
      MySQL  

 
検索結果一覧 

アコーディオンメニューで物故者記事を
開いたところ 

 
物故者記事 

 

ガラス乾板 

研究資料 DB はデータの保存、
呼び出し、描画、全てを内部で
完結。 

 

 

総合検索の WordPress は、検索データテーブルや研究資料
DB のテーブルを SELECT する SQL を発行。自身のテーブ
ルに保存されたレイアウト情報と結合してブラウザに描画。 

総合検索 

研究資料 DB
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Onomatopoeia annotation for Manga 109 dataset 

*1 *1 *2 

Nanami Kato*1 Tetsushi Wakabayashi*1 Wataru Ohyama*2 
*1 , 1577 

*1 Mie University, Kurimamachiya-cho Tsu city, Mie 
*2  

*2 Kyushu Unversity, 744, Motooka, Nishi-ku, Fukuoka-shi 

Manga109

60 F   

Abstract Japanese comics attract a large population all over the world. Forrapid distribution to the world, the contents 

in the comics should betranslated fastly and effectively, but it is tedious and timeconsuming jobs. Adopting machine 

learning based digital imageprocessing technologies may be a promising solution for the situation.However, the lack 

of enough amount dataset leads difficulty to developsuch systems. In this research, the authors propose 

semanticannotation dataset for onomatopea in Japanese comics database"Manga109". This dataset can be used for 

training machine learningalgorithms for extracting or recognizing hand-writing onomatopea. Theresults of the initial 

trial using the created annotations fortraining U-Net, a neural network architecture for region extraction,show that about 

60% of F-measure for trained comic books. 

Keywords , onomatopoeia, Deep Leaning, U-Net  
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U-Net
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(a)入力画像	 	       (b) 出力画像 

図 1 オノマトペ抽出の目標 

(a) (b) 

(c) 

(d) 
 2  
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xmin, ymin, xmax, ymax

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 4 前処理 

(a)元画像 (b)アノテーション画像 
図 3 アノテーション画像の例 
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 (c) 未学習作品に対する検出結果，左から順に，

原画像，全体学習による検出結果である． 

(a) ４コマ漫画に対する検出結果，左から順に，

原画像，個別学習の検出結果，全体学習の検

出結果である． 

(b) バトル漫画に対する検出結果，配置は(a)と

同様である．

バ
図 6 検出結果 

図 5 U-Net 
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表 1	 学習漫画の検出結果 

 

表 2	 未学習漫画の検出結果 
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Toward completing a searchable data base of Wakan Roei Shu  

 
Mariko Yamamoto 

, 3-25-40 
Nihon University, 3-25-40, Sakurajosui, Setagaya-ku,  Tokyo 

Abstract There are more than thirty extent hand written copies of the Heian-period manuscript Wakan Roei Shu. 
Collection, compilation, and sharing of such manuscripts is essential for classical studies. However, this has not  
been sufficiently done for Wakan Roei Shu.Making the collection of the various manuscripts easily usable and 
widely accessible has been an important project that has till now been left undone. 
In order to accomplish this, it is important to discover the relationship between each copy and to systemize the 
findings.In this report, I will outline the achievements the project to date and introduce the data base that is in 
progress, and explain the significance of the project. 

Keywords Wakan Roei Shu, Fujiwarano Kinto, manuscripts, each copy 

 はじめに	

『和漢朗詠集』は朗詠にふさわしい中国・日本の

詩文、和歌等が載録されたアンソロジーである。撰

者とされる藤原公任（966－1041）は学才豊かな文

化人であり、この公任の撰による『和漢朗詠集』が

当時を代表する作品の一つであることに疑いの余

地はなく、これを研究することは我が国の文化を

理解する上でも極めて重要である。しかしながら

その原本は現存しない。その姿を窺い知るには現

存する伝本（以下「写本」ともいう）に頼らざるを得

ない。	

伝本にはいわゆる完本（ほぼ全ての詩歌句が揃って

いる本）、零本（部分的に欠けている本）、切（断片）

があり、それらを合わせると平安時代のものだけ

でも三十余種に上る。鎌倉時代に至っては、さらに

多くの写本が作られている。	

『和漢朗詠集』の伝本が活字化されている書籍

のうち、代表的なものとして以下の二つを挙げる

ことが出来る。一つは昭和 14年（1939）刊行の

伊藤壽一・鹿嶋（堀部）正二両氏編『伝藤原定頼

筆和漢朗詠集山城切解説及釈文』（注 1）である。

該書（以下、堀部校本と略称）は『和漢朗詠集』諸

伝本の集成がなされた唯一の書籍である。もう一

つは『新編国歌大観』（注 2）である。今日の研究

者が基礎資料として引用するこれら二つの書籍は

それぞれ課題を抱えている。例えば前者は山城切

等の解題、釈文のために執筆されたものであるこ

とから、山城切を除く伝本の詩歌句の配列につい

ては示されていない。しかもそこには誤謬が存す

る。また後者にもその翻字内容について訂正され

るべき箇所が存する。	

	 より多くの資料を収集、集成し、

『和漢朗詠

集』については金字塔的作品でありながら研究の

基盤を成す本文の整備が未だ十分に行われておら

ず、それは喫緊の課題である。	

情報開示の際、研究上、活用し易い形にする必要

がある。それに向けて報告者は平安時代の書写と
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される『和漢朗詠集』諸伝本のうち、主要な伝本に

ついて研究を行い、2017 年 8 月、その成果を公表

した（注 3）。本研究の一環として多数の伝本の収

集、集成を行い、そこから諸伝本の実態について考

察し、また各伝本の関連性を見出し、系統立てを試

みた。その研究成果を基に広く情報開示を行うべ

く、そのデータベース（以下、DB と略称）化に取り

組んでいる。	

本報告ではまず『和漢朗詠集』諸伝本の概要、

及び主要な伝本の関係性について述べる。その上

で現在、構築を目指している DBシステムの内容

を紹介し、私見を述べる。	

	

2．『和漢朗詠集』伝本の概要と学術的価値	

調査し得た『和漢朗詠集』諸伝本は本稿末尾の

【表 1】の通りである。そのうち、平安時代の代表

的な伝本である雲紙本･関戸本は能書家である源

兼行（生年未詳－1074 以後）の作品である。書写

年代は11世紀中葉（1050年頃）と推定されており、

また、粘葉本・伊予切・近衛本・法輪寺切も、雲紙

本・関戸本と同じ頃の書写と推定されている。いず

れも当時を代表する能書家の手によるもので、名

筆であるというのみならず、藤原公任の原本が書

かれてからわずか数十年後の書写と推定されてお

り、原本を探る上で貴重な資料である。	

それらよりやや時代の下るものとしては唐紙切	

がある。唐紙切は、代々能書を輩出した、藤原行成

（972－1027）を始祖とする書の家である世尊寺家

第三代目伊房（1030－1096）の手によるという説が

あり、また、戊辰切巻上は世尊寺家第六代目伊行

（生年未詳－1172 以後）、戊辰切巻下は世尊寺家

第五代目定信（1088－1154 以後）の手によるとい

う説があるが、定説には至っておらず、今後の課題

として残されている。しかし、葦手本には奥書があ

る。それによると永暦元年（1160 年）、世尊寺家第

六代目伊行の真筆であることが知られる。『和漢朗

詠集』の伝本の数は古今集に次いで多いとされて

おり、なおかつ平安時代の名筆が揃っている。文学

のみならず、書（主に筆跡を指す）の学問領域におい

ても『和漢朗詠集』諸伝本の学術的価値は非常に高

い。	

	

3．『和漢朗詠集』の構成要素	

	 DB の構築に向けて、『和漢朗詠集』の構成につ

いて整理し、そこに名称を付した。以下、その点に

ついて述べる。【図 1】の通り、『和漢朗詠集』は

大きく三つのパートから構成されている。巻上と

巻下、そして奥書である（奥書については存しない伝

本もある）。	

	

【図 1】『和漢朗詠集』全体構成 
	

下掲【図 2】のごとく巻上、巻下の中身について	

は、完本等の場合、首題・尾題を有する伝本が多く、

また首題の次に目録（目録については後述する）を有

する伝本もある。目録の次には漢詩・和歌等が存す

るが、それらは巻上、下を通して百余りに部類分け

され、それぞれに立てられた題の下、配列されてい

る。目録とはその題の一覧の仮称である。	

	

	

【図 2】『和漢朗詠集』巻上・巻下の構成 
	

従来、最善本とされている粘葉本の巻上の首題、

目録の部分を翻字すると【図 3】の通りである。	

	
【図 3】首題・目録の例（粘葉本 巻上） 
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また、目録の次に存する「春」冒頭の「立春」の

部を挙げると【図 4】の通りである。題「立春」の

下、漢詩・和歌等（詩歌句と仮称する）が配列されて

いる。その末尾には小書きで作者名・題詞等が注さ	

れている。それらを纏めて注記と呼称する。以上の

定義付けは DBシステムの構築上、有効である。	

	

	

	

	

	

	

【図 4】題・詩歌句・注記の例(粘葉本 巻上) 

	

4．『和漢朗詠集』諸伝本の関係	

この分野の著名な先学には堀部正二氏、久曽

神昇氏が挙げられる。堀部氏は主に本文の関係に

注目し、久曽神氏は主に形態面に注目し、それぞれ	

主要な伝本を分類した。それらを纏めると下掲【図

5】の通りである。	

	

	

	

	

	

	
【図 5】先学による『和漢朗詠集』諸伝本の分類 

 

 

122 
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びその配列を指す。本研究で

は、原則、漢詩は一文字、和歌は一句を単位とし、

異同調査を行った。	

	

	

	

	

	

	

	

	

ここでの「本文」とはその個々の本文を指す。例

えば堀部・久曽神両氏の分類中の粘葉本・伊予切と

雲紙本・関戸本との間には少なからず異同がある。

その事例を挙げると次の【図 6】の通りである。	

下記の事例から①「巻」（粘葉本・伊予切）と「撥」

（雲紙本・関戸本）、②「くもはれて」（粘葉本・伊

予切）と「きりはれて」（雲紙本・関戸本）の異同が	

確認される。	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	 	

	

	

【図 6】粘葉本・伊予切と雲紙本・関戸本との異同の例 

	

書写年代を平安時代に限定し、諸伝本の関係に

ついて考察すべくそのような異同調査を全本文に

亘って行った。本稿末尾【表 7】にその結果を挙げ

た。それによると、堀部・久曽神両氏が同類とされ

た粘葉本と伊予切とは漢詩（対角線の右側）96.1％、

和歌（対角線の左側）94.0％ほどが一致しており、

また、雲紙本と関戸本とは漢詩（対角線の右側）

92.9％、和歌（対角線の左側）93.3％ほどが一致し

ている。	

そのような個々の本文に加え、題の記載内容、詩

歌句の有無、配列等も考慮し、諸伝本の関係につい

て検討を行った。その結果、確かにこれらの両本は

近い関係にあることが判り、それぞれ同類である

と見做し得る。以下、粘葉本類、雲紙本類と呼称す	

るが、その両類間には本文異同が少なからずある。

推定されている書写年代が撰者である公任の没後

まもなくの頃であるということから、その本文異

同に公任が関わった可能性は十分考えられる。た

だし、久曽神氏が述べられたように雲紙本類を「初

稿本」、粘葉本類を「精撰本」と捉え、雲紙本類に

「追補」されたのが粘葉本類であるという所説に

対しては首肯し難い。むしろ、題、詩歌句の選定と

いう採録の基本となる部分においてまず、公任は

雲紙本類と粘葉本類の共通的基盤となる部分を作

ったと考える方が矛盾は少ない。	

公任が撰した原本が一本であったとは限らない。

公任の下書きレベルのもの（「原形」と仮称する）か

ら詩歌句の削除がなされ、本文・注記等に検討が加

えられたものが雲紙本類の親本であると推測され

る。その推測が正しければ、粘葉本類の親本の生成

過程においてはその「原形」に詩歌句が増補された

可能性はあり得るが、そこから削除された可能性

は低いと報告者は考えている（注 4）。また、そこ

から本文の改変がなされたという可能性もあり得

る（注 5）。	

新編国歌大観番号：202 

 

新編国歌大観番号：554 
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次の【図 8】は諸伝本の関係をダイアグラムで示

したものである。その左側に示したのは、以上述べ

た11世紀中葉の書写と推定されている伝本である。	

【図 8】の右側に示した 12 世紀の書写とされる

諸伝本については以下、概説する通りである。

	

	

	

【図 8】平安時代書写『和漢朗詠集』諸伝本の系統図 

	

12 世紀書写本群は、大まかには「形態的な面に

おいては雲紙本類の流れを汲む」と言えるが、粘葉

本類の要素も混在している。具体的には久松切・戊

辰切がどちらかといえば粘葉本類よりであるのに

対して、巻子本・安宅切・定信筆大字切・葦手本・

山城切等は雲紙本類の系譜上に位置すると考えら

れる。巻子本と安宅切とは近い関係にあり、かつ、

その二つの伝本は	葦手本とも近く、また、戊辰切

とも連関する。一方、戊辰切は後代的変移の様相を

帯びており、それに類する伝本には久松切・山城切

が挙げられる。なお、【図 8】における右側の点線

で囲んだ伝本は前述した代々能書家を輩出した藤

原行成を始祖とする書の家である世尊寺家、もし

くはその周辺の人物の手によると推定されている

ものである。	

	

5．DB システムの構築	

報告者は以上の研究成果に基き、伝本間の異同

を表現し、なおかつ検索機能を兼ね備えた DBシス

テムの構築を目指している。	

本稿末尾の【図 9】はその検索画面（試案）であ

る。前述した『和漢朗詠集』の構成要素をチェック

ボックス形式で示した。そこにチェックを入れる

と検索範囲が当該部分に限定され、チェックを全

て外すと全範囲に亘る検索がかけられる。	

その次に掲載した【図 10】は『和漢朗詠集』所収

の冒頭作品の情報の出力画面（試案）である。詩歌

句に加え、注記のことも考慮に入れ、一文字でも異

なれば別物として扱う。そこでは三つのバリエー

ションがあることを示している。その右上に載せ

たのは伝本の一覧である。その配置は前述した諸

伝本の関係を基に定めた。左側の「粘葉」、つまり

粘葉本に記されている詩歌句・注記を一段目に配

置する。そして各バリエーションを載録している

伝本に数字でフラグを立てる。そこから、一段目の

ものが粘葉本を含む五つの伝本に記載されている

（つまり、諸伝本のうちもっともメジャーなバリエーシ

ョンである）ことが判る。	

フラグで使う数字、この場合の「１」は、各伝本

において、当該作品が一番目に記載されているこ

とを示すものである。ここでは冒頭の作品を例に

挙げたため、すべてが「１」であるが、伝本によっ

ては詩歌句の欠落があったり、配列上、入れ替わり

があったりすることがあり、その場合は同じ詩歌

句であっても異なる数字のフラグが立つことにな

る。この表の下から二段目の「ナシ」とは、当該詩

歌句が無い（つまり書写されなかったものである）こ

とを意味する。その下の「未調査」とは報告者が未

調査であることを意味する。零本や切の場合、この

「未調査」の欄に○印が付されることになる。	

	

6．DB 構築の必要性と今後の課題	

報告者が目指すDBシステムでは本稿の冒頭で述

べた堀部校本において不足していた情報をカバー
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し得る。また、詩歌句のみならず、首題、尾題、目

録、題、奥書等、伝本が持つほぼ全ての情報をこの

DBに収め得る。DBへの入力が完了すれば、外字等

の問題は当然あり得るものの、すべての伝本を対

象とした全文検索が可能となる。	

ところで『新編国歌大観』CD‐ROM 版には『和

漢朗詠集』の検索システム機能が付与されてい

る。語彙・句・歌集歌番号を検索するためのもの

である。しかし、そこに採用されている伝本は粘

葉本のみである。また、そこでは校訂が施されて

おり、さらにその基準が定かではない。よって、

粘葉本の真の姿を窺い知ることもできない。報告

者の目指すシステムとは明らかに制作意図が異な

る。なお、『和漢朗詠集』所収の作品は他の文献

と重なるものが多い。その出典たるものには散逸

した作品もあり、注記がその出典に関する情報を

有する場合もある。そのように『和漢朗詠集』諸

伝本の注記には詳細であり、内容的にも資料的価

値を有するものがあるが、粘葉本の注記は他の伝

本に比して詳細とは言えない。以上のことから、

新たな DBシステムの構築の必要性を感じる。	

『和漢朗詠集』が他の作品に多大な影響を与え

たという事実は周知の通りである。将来的には DB

システムの中、『和漢朗詠集』に関する他の文献

の情報の追加、更新について検討したい。その情

報が加えられることによって他作品の研究への更

なる寄与が期待される。	

	

[注]	

(1)『伝藤原定頼筆和漢朗詠集山城切解説及釈文』[1939

年	 里見忠三郎]	

(2)『新編国歌大観 CD‐ROM 版 Ver.2』[2003 年角川書店]	

(3)	 拙著『平安時代書写	和漢朗詠集	諸伝本の研究』

[2017 年	 お茶の水女子大学 E-book サービス]	

(4)	 粘葉本類の生成過程において、仮にそこから削除さ

れたのであれば雲紙本類においてもそれと同一の詩

歌句等が削除されたと考えられる。	

(5)	前掲著（3）に同。第二章第六節を参照されたい。	

	

本研究成果の一部は JSPS 学術研究助成基金助成金

JP15K02214 の援助を受けたものである（「『和漢朗詠集』

諸本の集成と研究」・基盤研究<C>）。

 

 

 

 

	

 

【表 1】平安時代書写『和漢朗詠集』諸伝本一覧 
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本調査にあたり、異体字・略字等、和歌の中の

漢字と仮名との違い、仮名遣いの違い等につい

て、異同とは見做さないこととした。また、後人

による改竄かと思しき文字、剥落等のため判読不

可能な文字、同筆と認められない文字等について

は原則、調査の対象外とした。	

	

【表 7】平安時代書写『和漢朗詠集』諸伝本の本文異同調査表 
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【図 9】平安時代書写『和漢朗詠集』諸伝本中の語句検索画面 
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【図 10】平安時代書写『和漢朗詠集』諸伝本中の語句検索結果の例 
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Datasets on Sociolinguistics Survey in NINJAL 

     

Tomokazu TAKADA    Kanetaka YARIMIZU 

, 10-2 

National Institute for Japanese Language and Linguistics, 

10-2, Midori-cho, Tachikawa-shi, Tokyo 

  

Abstract For the purpose of actual elucidation of word forms and language consciousness in contemporary 
Japanese, NINJAL has done the sociolinguistics surveys by interviewing for 70 years. We have provided survey 
results (summarized results of answers) by report. Recently, due to sophistication of statistical methods, the need for 
raw data for statistical analysis in language research has increased, so we decided to develop and publish raw data of 
the past surveys. Currently, we have released 4 datasets. 
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